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1 覺魁鶏/ 
























だきたいこと、き全のたを a ず 





r が fi:v をぶ视立あよび製晶への繁巧では、製證を安をに正し<あ衝いいただ iV みな 
たぞ'物の入巧への程 S や財産への續塞を未然に廣比するために、いろい？.,んん哀ふ，' 
L' c いぶす。そめ表示と憲巧は巧①ぶラ|こなつています。巧窗をぶく姓‘あし'しグ。 .f. 
义ぞお滿み < だをい。 


A 賴譲 

吿 

A 潍廳 


こ猫表示を蒲鎮して、誤った霸寶扱い奪すると、人が瓣で：涂 Ty 讓轉荀 kj > 
體駿教達し遣って生 U 黃ことが慧建蹇む寒巧觀禮示してい談鄂 . 

この表示避無讚し！:、誤った歌資鬟い寒すると、人が死じ嫌たは證觀，遊 rj う 
謂籠性が想定される巧餐を承しでい素等。 

この鑛示を瓣観して、誤った頭每扱いをす器と、人が儒齋您 ft う賴;離巧想定 
獲れ獲码薇おぶな’物的撰塞のみ黛篤生が總症诺む遗巧容拖をし！:い謙す。 


臟表滯の倒 


A 

戀 

替 


逆黯體結注療舊滝す离察巧あることを儀げ證も孤で部。 

驢犯中!ご異悚鞭なま濛韵咨旌懸 0 顯截な…臟的减注鐵が織かむでい 
津苟 0 . 

の記環は紫比の巧滿で嚴る品逝齋鞭げる..お微で郡。 

磯の中僻近觸じ黯錐的减鄰比码容(盤鹽放鑛稱1ながソ U ン鑛比)が描狱 
: n てい瓣荀 V 

©紀戰赚微為を強制し悠り搬示する巧啓を告げるをのです。 

鹽孤中じ徵体的な指示钓容(を圓の懲搜(ま"-撇齡な概瓣の擢承)5?觸棘 
朽てい隸す。 - 













A 


ぃ -‘',巧燃鞠近錢厳禁 ： 

力--于こや燃えやすいを の思そななどで I ま使現しな 
い T _' くだをい。 つ 

义災の原困に.な0ます。 ' 



I 機気必要 

換気せす亿使巧しつづけないで<ださい。 

酸素が不足すると、不完を燃焼し、一酸化炭素など 
ガ発ホして中靈じなるおそれガあ〇ます。 

使巧中は脚す1時間に1〜 20(1 ~2巧〉換気して、 
新鮮な空気を補給して < ださい。 

癒の凍緖、巧下蜜などお気が十分に巧えない場所で 
は、使巧しないで<ださい。 





想な類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

あ類ガ落下して义ガつ楚、义災①原因にな0ます。 


8 


@獲るとを消火 ■ 

權ると薄や外出するとをは、必すミ肖义して < ださし、。 
义、 人目の極なないところでは、使用しないで < だ 
をし、。 

不完全燃焼や異常燃焼*义災①あそれ巧あ0ます。 

消义の隙は、蜡すしん調節つまみがミ肖炎の靈にをど 
0、义巧ミ肖えたことを確なめて<だをい。 


•'.機災湿證 



:戀 


奪給施畴消义 

総ミ宙は、しんを下げて消义し、數す义力ち肖えたこと 
を確なめてなら巧つて <ゼをい。 

乂災ぶ啜圃じな口ます。 


■1"- た打ミ曲は、ぶ<み塞とつてぐだまい。 
;巧 □ みたは藤’窦じ締めてぐださい。 





嫁パ’巧:’';だス锭用鑛禁 

'7 h ブで®巧している部屢で、可燃啓ガスガ発生するをの(ベ' 


ガソ U ン)、スプレ…を使用しないで<ださ （ 


'に、‘.;谋 S にな0蒙す。: 













1 備な憲レて I 億だ號いこと、安全のた齡こ遊巧襄守^)なさい 


爪霉を 

/ ' \ 口 

■安 v ; げんのせ禁比 

わ巧ん0なべなどを①せなけで<ださ。6 " 

飯.树や接独によってやかんやなべなどの熱湯巧こぼれ、やけどの ：：' 
お'をれ巧あ0ます。 

漆た、なべめ黨こぼれによってス I プ巧部の部品ガ擬傷するあそれガあり 
課す。 


A を戀 


嫌居蕴巧給巧禁止 

総ミ曲は、泌 1す义の気のないところでなつて < ださい。 
义がの泌をれがあのます。 


@燃焼中移動禁止 

义のついた淺浅将巧邏ばないで<だをい。 
がけどのおそれガあ〇ます。 

また、範倒すると义がの願因になのます。 



雜興常膊使用禁让 

I ごおい、すすの猪を、をの径など異常燃焼を起ごし ’ 
たと溝は便用しないで < ださい。 

繫愈の濃をでをあむてすにしんを下げて';肖义して< 
ださい。 （13 ぺ…ジ渗照）： 


fe ：： 


0 

0 


0 


鱗恩こ0の藤を 

ほこりを、とをど落お去して < だまい9 

ごみ、隙 こりなどガつ*ると、翼當燃燒霞おそむ巧あります。 

、一女、巧諭料; t * 

パ！:あ、巧れたミお、が①混じつで W る紙谨などを使用しないて 
ツ,‘かやし.んザ下ガらな < なる窮そむがあ0ますを’ 













隱 llljf 齡禁止 



燃焼牢や消义窗後は、 S 還部(圏思赤を颤を)に手を 
どを愈むないでくだまい。 

やけどのあそれがあ0ます。 

かをいお子犧やかをだの不呂をな方①いるご家庭で 
は、特に注意して<ださい。 ' 



鑛锐圧部蟲①使用 

しんなどの部品は、必す純正部壺(握をされた部晶)を使用して < ださい 
巧想しない事巧ガ発まするおそれガあのます。 


雜分解修理-改造の禁止 
故曠、巧魔したら、疲雨しないで<ださい。 

不雜全な修理や改造は、盾陵です。 

あ興い求めの販売店|こ修理を依頼して< ださい。 


媒保管崎にしでいただく.こと 

躁期關懐用しながと潘スは保醫すると寒は、必\す灯迦を撤いで 
(範電池を取口かして）< ださい。 

傾けたり、徽懸しのが態では保蠻しないで<だ泌い。...: ぶ.，; 

义がの淑‘をず1があの凍す。 


感巧の場所では使用しない 
义巧や)巧應しない藥巧①原因忆な〇ます。 

«水平でない場所、.不おをな場.爾. 

•勵のあたる鑛巧、部麗の出入 □ 

則まこ0や湿驚の還い湯巧 
»不葱定な糖をのせた欄などの下 
曝 6] 燃性ガスの発生する湯所ヌはた凄る疆所 
》 溜室、關戀莖など入のいない場所 

‘、巧.藥容蜜、ク U - ニンブ巧などスプレ…や化寧藥蟲を媛う鏡巧 
ソ.こ ‘ h ルピ -- 义などス h "- ブが圏わむる續廣 
こ !ド曰巧巧あたる場爾 







:'み:つ排気にを» 

' P ゎ-は機の排気などをあでないで<蒼さい, 
’ .‘ h をと巧火巧出た0、異篱燃焼の屬匿にな 


















1• 铸に注憲していた焼たいことぶ全のために必ずあちりくちきい 




A ま意 


嘴巧也の距離を雛す 

熟えやすいをのや麗害物とは、魁す下國亿示す距離をとつて1 
してくだをい。 I III III III 


义巧①発をするおそれガあ〇ます。 


BtlOiteg^ 


班觸な！： 


酣坊化又± 


w 


1狐狮が- 1 


參距溝:燃焼の確認 

压常じ燃焼していることを確認して<ださい。 

しんヴ上ガりすぎた0、燃焼筒ガすれていた0する 
:と巽常燃焼し危険です。 


雜曰常のおを入れ時のを意， 

日常の点巧.手入れは脚す巧つて<ださい。 

麻横.を入れは、ス I ブ巧巧えてなら巧つて<だ 
をい。 （14 ぺージ毅照） 

やけどのおそれ巧あ0ます。 



戀 


雜咧気広緩する窓側など亿麗<と、巧気磨ス h …ブで暖められ、上興巧流谭るので勸粟£ 
雜屬臟機冷妙ーキュレ-^*-などで室巧の空気を巧流させると、ぶり巧粟度な暖房 AS ' で藥蒙 


-'でお燃總と.の距磯! 

ブに直按ろ I 


は十巧とつで < ださい。 
ないぶクホ懸して<ださい。 










方—….ド 

mm —— 


スピ…ドミ肖义用巧 


たがが 


…燃織蹟 
' I ホ i 7 ビ不ツト〜 


病义レバ ’〜- 


天板 


S 错 it 破; Q じ 
藤をミ ---- 


し知鑛雜つ聲敬 



しか薬巧バイプ 



まな構成 




しん灑範コまみ 


















m .... :.，..胃讓こ知な部 TO のをッ h , M 


貸®讓廢で藥備して < ださい。 

' S ^ Sfti ^*^ L —ブぞ.中す.度包装箱からストーブ宿.取り出して幻 S をい' 
■ '-~^ 3 xm/J J<Ai ノご山づ0ガ—ドをとをているテ-ブをは蹲して、が. 



J g 台をせツ h する 



•••-;—; 趙をセツ h 參る 



；ド褒簿ちとげでず前亿置 I い T ： はすしてくだをい。 
.:宙燃銳鏡巧えをはすしてくだをい。 

, '春包欄围、燃焼簡巧义はス1--フの保磯に蝴要 

:ぃ巧。' 

また、取扱挽おををあれすに保留してください。 

»燃焼筒をたッ h したら.、が-ド獨あとどおり 
におり巧.はて:< だ楚い。 

♦燃焼廚つまみを左ろに動かして、し如案巧簡 
じ圧し<据わっていることを確認してください。 


•靈台の刻印「正圖 J をス h ’一7 ■① IE 画1ご洽ね 
な.、.麗台止めねじで施タンク脚獨し-；?かりと:. 
固まして<だをい。 （2:* 巧》 


雜證彎灌は擢號で fV 

潑圏じ種類の親しい顯--'影驚權»卷2 II jig b 
:でぐださい*獲類の驟な葱驗爾遞 、 *fcBff 
しけ鬻爾疆と fi い懸霸池黎繼 》 gtrtrr 變11 
b まずを、液漏れゃ懸11©33管11«6*9*聲„ 
@»麵に霸る電繼クースに.變増*;&耀*'咳一 ;I 
方商に急りせで度し < t » hbtXfcf 還い。 







靈霸 ft ® 尊 TJ ミが JIS 1 登む漏を德語してくだをい 


如丕願 ガソリンなど娜纖①讀し翊は 
絶巧に優用しないで < ださい。 

义お①原困になり笨す。 

金を懸 I 変質な;巧、不规打油、汚れた好巧、 
水:①混じつているな巧などは、絶対に使用しな 
い’でくだあし、。 

@派加劑解肋燃測などは篮用しないで<ださい。 

雜妇'湖は齡す火.驚，.爾水.ごみ.离温及び直射曰 
光瑶避けた場所じ保®して < だをし、。 


な迪とガソ U ンの見巧け巧た 


握巧に燃料をつけ、藤を;るきなけ隶蹲。 
(义①気のなし巧 j ? でなつて < だをい。） 



ななはめれた漆潔 


圍変質む油 * 不純む油とは…… 



湊期闕固光の敬腺 
瑜や 、溫度の凝 
い所に傑離し碟魁 
龜 


: J 


氷。ご苗谭輯蕴お 
乳の灌が踩知愈む< 
聲なでも霸7、した. 

腹遮 : 


•權度 I ご菱 質し悠おのな、黄趣釀が蔥っ趕誓、霉っ談 W 鬟い舒 し 哉聋。 
善應迪 離のボ U タンク奪裘 ffi いく:該きい。 


雜寞 J 滤感 S /-- スン牢に鑛い舊每薰しぶう。 














4 < 便題前ぶ攀* 


■を寶灯ミ由や不规灯■迸を使库すると… 

•巧の程麼 C をよ0ます巧、1日〜班呂货ご緩南で、レみ货を麵 C 力…ボン獲夕ールガ巧 W し、を 
の部るがかた<なると圏時に圏<なって、凉〇こ香摔してスピ…ド漠义をませた口、お露齒勸猶 
义お嚴ガ巧動してち、し拓ガ了がら津鑽父 U 餐いことがあります。 ‘ 

•ホ熱ム '5 ガおたり、纖焼鏡巧牆<なり、潔しいにあい巧したり、麗常燃焼したりしず—す。 

' あタンク C なな巧磯っていてちお力巧ホを<なった0、しんが下がらな<なったりしず9。 
滿火レ C 力■を巧を燃巧まで畴閣ガ化な〇ます。 夕み；' 

t ;; •巧タシクタ腐湯する嚴因亿なり津す。 

醒万…変質口■ミ由や不純の■巧を使巧したときは、 ’ 

/• 油タンク两①な池を攒愛、をれいなな麵で2〜3圏をっでなを徳南して<だまい。 ぶ‘ 

，4 (添い迎巧殘つていると再発レます) (16 ページ養爆） ： 

'—■，■■■■ . 一- • ■ ■ ■ IliW ■ ■.一 ん- ■ 4 . 4 れ A :* ‘ . - . .■.わ。?;ゴをむ.‘ ■ ■ J '. 


’，《しわの率入れあして < だをい。 
: •レかの爭入れ懲しでを菊!粟のる 
し/1南)な凝はお麗いまめの販き 


i して<だをい。（化べ…ジ參類） 'が 

んでを菊)粟のないとをはし知を巧溪しで<だをい。（巧ベ-ジ戀嚴） 

S 鏡いをめめ叛お席及は、コ〇ナ资密横ご粗駿懸 a にご相驗<がおい。 


•鷄質照‘鄉、不純妨, 
♦変鏡な猫の观運で 


鍵を依頼趣む愁た怨棘、保經期颊中で赖觸獅舰辄象外*: 


'潮が驟觸で修麵を依頼趣む愁た怨棘、保經期颊中 
* ぁ嚴の嫩纔齒餘、約逆搔淑贊い求傲の獻雕店 I ご c ‘ 


給組 


備驗くだ兹いゥ 


.巧巧ミ'- 



給抑な、レんを'でげてミ肖义し、泌、す义ガ消えたことを糖かめでなを巧つて。ゴ盛し、。 

圓繪油の懸の手順とま意 


1繪迪口/みたを取0はずす 


参給油□みたををにまねして取りはすしで<だ 
さし、。 



•巧販①お巧ポンプなどを徳熙して、迪麓計を 
見なガら総涵しで <だ'さい。 

«油靈計ガ「満」をさし巧ら、総總を鮮&!：< 
だをい。 


お湖□み e 纔禱める 


«繪雜□鹿た結、禮藥じ棘夕 H 、。 
«こ聲11黨»違禁东<涼寒とっで<體’搔ぃ 










.. v 约 i . I - = ? 品谭 參又 h ™ ブ強、. 7 }(耶で薇定のぶい於/けぶ帶薛 

W . 小 ，_、 j — 誤 しでく結い。 



• 巧が y , たな: 6た I わ•お!山•巧ぃ. 
と、異巧な-:、で、 f ,. * 

巧場^;■おじ/ふ y 。 


成-. 
;、： 


..芯; 

巧の: 


燃焼筒の据わ〇磯認 



♦燃焼筒のつまみ卷待つてあおに、2~3醒齡. 
なして、しわ累巧簡に, IE じく鑑わつているか 
を罹かめて<だをけ々.: 


巧靈窗動消义装置 
①セツ b 



度通常の点义操作(しん調節つがみを巧(燃焼)巧 
宿!に止まるまでまねす){ごぶ0齒勸的.じねッ h 
まれます。 


♦もみ葡節つまみをまむすと费 f カチカず J を 
•/で愛いのは、巧爵篇齡猶义錢證巧窗が， 
■il 隨にせ、ッ K をれていあためです。 f > 

ィをッ h ちれますと、し知誦節は暖<,、蕾 
. ^<孩 0 ます。 ； ' 


















V . 心け， 义のし巧た 

ん誦10つまみをち 

けおが j 巧へまわす 

|1 



みち(燃焼)方齒 I こまわしをつで、しん餐いつ嫁 
いに上げて <ださい。 


f 点义レパーをを(矢印) 
方励ご引く 



めゆつ < り]！:まるまで引いて < がおい。 
燃焼筒が傾を点义し津す。 


• お化一 5 巧近から巧煙ガ上パる?:わで点火- 
しなし、場食は、 .な义 W ’、— をがしおヴ乙ん入 

(逆に巧みしつ b ■ると巧义し臣 <<なりまい 


け化■况、巧レ碑巧を視巧 W な W W 

•巧义ぞ確認してから、搞义レバ…をおとのの 


置津でゆつ < 均を躁しで < だをい。 



•燃焼商のつまみ邀将つて、お粗 I ご 2 ~ 30 勵 
なして、しん窮巧懸に圧し<糖ねつて.‘いるか 
を確かめて < 7 さ兹し、。 


[ A を意 1 燃焼南ザ圧し<据わつていない 
と、最淺方 ' 6 ホ义でずずけで興淆燃焼レ涨ず。 
拒し <涯えがけで < だ没し、* 



1. ィガ…ドを搏ち上げてを前亿引いではすして<だ法い。 

召.し /U 調節つまるをち mm ) 方励こをむし憑つで、しんを 
し、一、 I ザし \ p —卜!ブ了^グ^ゴ£! \ 

3. 萬义レバーを左(矢团)方巧じみいで燃磯縣が觸ヴ つ - 
て患火レたら、 磊义レ/ V — がゆつ'、り庚しこ<だ： • I 

マッチめ燃そかす《1?穗の上 t を.’'’ 
妨、で < だみ Vjj 絶樂滋め細こなぃ、 

4. 議簡つまみを搏つて、左ち C 2〜3 f が . ‘ ■ ’ 


わ〇を靈なめて <ださい, 


5 . ガ…ドををとどお〇亿歌 0 巧けで<だ瑞い。 








> 巧をてこ巧苗にこ .- たや、しんご)-すかし’一化の巧を'ぐと:あさ; a とを 一, •ここごん、' P& 加を U 卜た-‘. 

茲朱論福禹為/ i ' g 號ホ惡^農 kY 蒜^3 i お l 器 S £-誌;ぶお'ご汽福茲接!1. 

お点みして <ださい。 

ie «) i ： ご®絕 I ごなると遂 V 点义幾し强らく参を威こあしがし蒙す泳.，....これ.(ま.ス杯巧ブ区が篇しでむる獵; 
などが焼けると强のをので、翼鑽ではあ〇まをん。 ' ’ ’‘• ■ 



楽の調節はしん調節つまみで'巧います£ 



•しん調節つまみをち(燃焼)方商じ津む.すと炎が俾 
び、左(ミ肖义)方向にまわすと淡がル活<な〇ずす。 
必す OE しい炎のげ懸)に調範しでご徳弼 < だ渔い。 


雜炎ゆ赤熱の微懸卷見なげ因下®①（:距しいおのが態） C 調節し、（しんのでげす溝'〕や〔しんの 
.とげす蠻〕の狄懸 C なをないよク.に.レて<だまいが： 


X しんの下げすぎ 




で 


燃焼觸の上部が黑い 


〇 正しいおの状態 

函 


TT 


燃焼筒上のおのがび 
巧 3 抑が下 


X し化め！:げす發 


〇 


燃焼®11 C 淡が3細 
ら(よ伸びている 


■ ちひや、揪 SW の赤熱ムラ巧でると蟹は、燃焼圈つ凍みをあつて 
fn でを が 巧 性びてをだら、しん調鏡つまみをゆつ<0あ(倘义） 


巧ち(こ巧。〜3回巧若してくだ — ，， — …_ 

方向巴 3 fO して C 里レレが S のれ態 ） C 田 巧してご巧用 <ださい。 

间が父後をめ莎*なつてあ<と C し Ai をとげす銜 'めよ3に烫が摔ぴて、すすを™酸を驟藥ガ簿をするご 
とガ巧 0 ホず。 素た、 C レわの下げすぎ> ©'ぶう I こ燃鏡簡の潇熱が不运して U る':氏態で燃焼し家ず&、 

!こか傅' Tfe 化が巧が発生するが々りでなもんか広々ーポンガ拉着レ、しみ顔節も靈<なり速 9 V ご 
。，もうな女蠻はし枯のず义なをして<孩さ化 （16 ベー■ジ喔 
• /お 3 犬應か立激にしん—を上げると、がザ太凑< 上ガることがありますので、ゆつ<ら.た知卷と I 嗦:' 

覆ぶうじして < だちお晴齒髮黨虽窗蟹盛离留窮養屋装璧蟹度資養凌芸窒翼雲黨養皇ら^^^ 

靡鱗磯审ほ顯义レバー臣咸れをいで<趕をい。溝化鎮作をすると装がと0巧ます。また處义ヒータの:7 
3 乂ント巧変おしたり断緑すること巧あ0まず。 ' ‘ ' ' 

•機錫麗•耀簿波方臓薄なとを瘦駕すると、戴なピンクき C 送ることがありますが翼常ではあり*恆•知。'' 














5 .镶駕方蘆 



•ス^—ブを轉し扮3しで消 
• 3 〜 5 夕で消火します。 
•し如鑽節つ衆據を舉く蒸; 
疲蘭して巧をの鸦义な、: 
お劈藻すので、淡が#0^4 
しで滴火しでく體帶い。 


■スピ~ド消义のしかた 一 緊愚時のミ肖义巧法 

しん調節つ聚.みで鮮义する.ことので愛ない緊急時にだけ使用しでくだをい。 

4 スピー■ド消义用巧 ©巧靈宜勸ミ肖义装■ガ作勸し、しんザ下’が0ずす, 










強い趣靈餐>擾》、《擊 を受けたとをは巧露自動缉乂装置ガ作動して直 IMSI ご消火し蒙變。 

し^11»つ*2#■獲邀(«| 焼) 方向!に化まるまでまむしてしんを上げると、 鹽勸® |ご舞靈醫動消火装藤 
ttfe'yh 赛 n 藥赛。 （10 ぺ…ジ參照） 


を雜舞戰® 勸鄉あ獲懸は、 U ほ陪淹媳 fe お鐵顯もた:《り馆勤するぶ.寒を綱纔しお絕。漆簿。;; 

がつてご使巧中 C あける麗い曰を的な鑽動、緩斜では梢国しません。 ’ 

' •藻鹽归麵なだでしんの上部に巧ールなど訪蟹<な養していると S 対溪直動潟义變獲ガ作懸してをしわが; 
■ 霜をに下がりををないで消火しないこと巧渥0ます。 。 ，:パ' 

このよ3なとをはし/ v のず入れ巧して<だ去い。 （ Ifi ぺ…ジ渗賴） ' 

雜纖麵 にぶホで街鹽しな場窗 揉、擢醒① g ■燃魔、'ストーブめ鑽傷、口 a 迈憑这ぶ..’：.? '带; 
驟 '& な錢、:''薄漁机で'くがざい。’.':' :お巧戲黄然を:....： 



K 萍 


W •ふ、 


W •- が.•-ぃ’、' . 


腐横-手入れは、消义後ス I ブガ十分をえてな6、巧って<だ兹い。 

«対廳鹽齡綱乂磯懸あみ解した0、 a でみい巧0しないで<だまい。 

•レんめ欄準化す幾ば71«です。域った0、畏<弓 I きおした0しないでくだ獲い。 

«燃燃瞬卷潑とレで、ガ哥スを割つをの、をおちせた口しないで<だをい。 

♦ しん嚴內爾'猫タンクは藻がをせた0しないで<ださい。 


，い’’ 

点検鹽巧 

点検する内容 

她置方ま 

使 

麗 せ 

巧タンク 

•mmn • 迎の殷讓〇皆連 
のじじみ巧ない巧。 

•組のたまウや、組のにじみは/ふおとる。 

- •巧漏むのある锡洽は、あ懸い嫩》の嫩 
' 売廣じ癒擢を巧鑛しで<ががい 《 

用 

! ホザピ净か!^ 

1 ながが、 覆 巧 
飾觀 * がな K - 

•度：:0や愚むが强いが。 

•祭わ0>巧い巧でげ帮と齋。 

(バンジン、シン ナー 、クレン ザー なと’でみがなレげ* < だ い。）：:. 

ご 

7 r 觀 i 

’天あ 

♦化繊など朔まこり方‘焼寒 
ついていない巧。 

•し 傲をせたやむ5巧い帶1ごクレンザ‘--滯つげ 
で/な寒と證。 

と 

ス 1- …ブ取固强 

® 巧燃物巧ないな。 

•闇® を® 理•满擺 し巧!軟物な取〇臟<。 


乾麗地 

«ヒータ巧靡熱ザ霸<猎い 
巧。点がしじくく葛いな。 

«新しい驚電雜と获換部哉。 


巧' みか. 

1し/•り薬巧箇 

P 


>たい&の部み I こ燃ネヴ守 
などぜたまってし礙いな。 

燃えなすなど巧たまる'', 
と懲焼簡①渥む0を悪 i 
<して、燃駕を獨襄す I 
るごとヴあります。 ..： 


•燃焼簡を I ますし、ドライ/ の巧で燃え々 な 
などを驟〇除<。 

. . たい 5 の 88 巧 

•しお货巧麵をしわ 
,案巧鹽の态いら货 
»気•じ含：村 t 、 燃 
... 紛寶雜ぞ亿慾 
-ちな U よラにを g 
してぐ泛さい 3 





















のびたり、强れたり、萬：•パッキンに‘.のヴ、埋すしひひりピし’' 
しん薬巧簡 かでひび巧入つてい G い；いた湯さは巧換なる。州，:一‘.；’ 

パツキン. 


巧巧呂動 
お义装置 


' f 驟驟邸(なのこ、ベース;0 

»ごみ.、’藥物、'ぼこりなど 
巧が屬して'いない巧。 


し作動觀 U が I 

①上すはス。-ズな。 
• 9—んのな疆はな I . ホ。 


>やわら々い巧で、ごみ、興侧、ほこ0などあ 
きれい亿風楚とる。 

/-«* 弧•:. 

み0こ- / 

—…一…一… 



•しかのま入のをする。 C 巧ペ-'ツを贈 J 
• 効業®な I 、«合は A /をク換すミゎ 
ソ 8' -こ'ち均， 


»フイラメ•ン 1- ①変巧、断 
磯はないヴ。 


f 巧®興窗]) 

«しん飄酿つまみを巧（燃 
燃）方向へま; D してしか 
带.上げ、ス I ブ:を蘭後' 
じ強<動なしだと獲、綾 
髓ヴ作動して、しんガ確. 
業に下ガる对。 


乂ント.の股 

* 変形していると W Q 。姗 

きは7ツチ棒な 1^1 H ^ 

が L ,： K-V 

•をおヴなおろないおのり、断線しだおのは那 
り醫える。（:现ぺ…ジ戀照） 


>感靈部、作動部を点機巧る。 

(キサビタットのはすしヴたは 18 ぺ-ジ鑛照） 


点义ヒータ 




i 磊裳ピ夕蔥藍麗 iurv 
と霞醫隨）揉をしいな。 

7ィう乂シ K 疗、 

じ:対. Wt ちようど轟い I ::;- 
慰體じ寫いと慮灾しじ I 
，くく强縣哥。 ^ 


#し知の出が7剛©と-塞!：:点乂 L - 
巧ようど廣いところじ醫^をし—： 

々位靈の飄飯は萊齋 、.， L 

い燕がの販韻煤に 
波颗して<だ-を i ん 1- 严 


点,後箇所；点検する巧容 r 翅霞方荒 .’:I 



しんな換時 


2巧肖 C 1 鐵 






7 •曰常の点檢-手入れ 



• I ン：が‘1み毎•閉だ诵た不郡む灌を取り踩くと蓄巧 
«诞鬻巧法'乂の気のも...•む;3で巧-.:ごくピか〇 
. '1. スピ…ド辩乂璃巧が6み0こを掷しで、巧纔控獻 •馈シ 

遵义*麗を作動をせ!: く穀尝い。 が 

2, 難タンつ巧の巧雜卷瞻冀寡羣霞黨養霸導、養 ri い / 

な巧離で2〜3觀顯って<黨養い。 I 

3，三燕をとが入ってい養賣觀贊鑛いてく楚尝 U 。 i 

ん，ぶ'，： jis 、 こ一ぶ。，たミ•だぶ J を:巧ふご苗 ，•， 

がしてください。 ，， 

しんのを；\れもあわせて巧って < たさい。 


しんの点検 • 手入れ(罔 1 励 


変質な碰辦不純 I 打ミあなどでし知の上部に力…ボンや夕-■■ルガな鑛し、不興禽が 
4じたと寒 (9 ぺ -- ジ毅照)は、しんの手;\れをしてください。 

■しんの爭乂れのし巧た 

獲しかの聲乂れ，獲.—すると落は、勵のあた5ない爆巧で巧って<だを.い。 

風があたると潇火が出た0、驟常燃焼の原因になり抵険です。ず怒、しんの爭入の中は C 淑 
いがし或すので滅然をして<だおい。 

總タンクのな油を抜< 

点义撥作をし、正しい炎のが態で燃焼させる リ1,1:2ベ麵ジ雜纖) 

そのまま打®がなくなって、义カガかさくなるまで簾耐靈 

1义力がかさくなったらし知を-棚ご上げ、消义 f る蒙 r 
細燃籠さはる 

*しかが々た< なっでいると養な、しんるまみす I を国行って<挖をし\。/ . .'"‘‘ザ ‘： 

♦しわのホ入む後のご鹽觸 I ま、鏡な綾2(»な±;涛ってし知 C + 巧な鷄だしるこおでから点义しでく g をい。 
しんに十巧巧;由ザしみない亏を C 黨父すると、駿い上げ不遷のをを、燃錢簡霞を熱不足が総 < cl とがあ 
ります。/ , '' ，'一':’''尸; 

V ':;ん5なときは薪しいし知と巧鎮しで’'.:’；；、' 

•‘ i ぃトスしを巧って•を力ーボンを夕…也#と巧す、効果巧導:.い户巧。 

、わでし蒸い、しんの±1で操作ガ靈<なったと裹。 

ぃ' 诗經して.ラす<なったり短<なった0、凹凸になってい覆と瀑。 






9 .故障•異常の見分け方と処置巧法 


讓 次の表にもとついて、躬磯な撼くだ兹レ知.；.;:;.: 謹識;い. 
鐵纖 BB 法 C ぶ咬処丽しでも農<殺を蘇朽叟寒 I ま r 衆興い*敞殿販龍店にご耀 IK 趟兹い。 


幾麵闺； r 使 fflc 减吩讓と:、機器 祗瀉績獅囊で荀り 

錐2鷄 CIS 程 B 、5/- 又ン終了後茜どじ案翼い*绘鎮麗義麗装留、修還 ms 巻«財) a 辜 e 油燃 

繞機器保守德蟲(7"臣し03〜3499-29線)で巧琴黨衞營選講靈藝修了《(5遮槪器技衞響邏念)觀^!) 
0) い黨店觀だ CiS 彼值顆浩む證こと善薰す等めし薰.す。 























: PI 不錢全な修理、 調整は盾陵ですので、部品の交換、 調'鹽ヴ驗 S ® 場 
>*»© 贩齋陽 又は、 爆運資穩畜 C (窮)召本石涵燃焼 機器保譚® 邀 I !! f 3 
:修了«(5 巧機器技術管理王)など）のいる販売店じご権談< だ‘ちい。 


しかはなホぶ S «;; 巧’が;が; V ;ーロナ抑正しん SR -1 み J (ちのマーク巧） , 

がこ证南 < だちお。 'が'’;:を’-' ■ .'，''巧驚が恐;ち巧资黎踢锁沒赏: ' 、 


鶴興 c 猶賴しないしんや、粗瀑なしんを使用しますと、楼館を十み発藻で 
澄ない I ボヴ <0でな < 火災が中審の爆因にな〇津す。 


谢化鶴歷の纖レ' I 鹽涩約■じ2 
本な减蹲し/ V. 娜义鑛喔を静 
舟 C お側へ削いではすして’ 
くおあい。 獵載しなし:. M 欠態 
!ごしでおいて < がをい。 


2. 3 本の枠固まねじをはすし 3. 

て、キサビネツ h を手前に憾 
けなガ色はすして < だをい。 


スビート:消义巧巧かを曲0 
こを押し、.巧騰齒勵淵义装 
靈を作動淹杖でか按ガード 
おはすしで燃燃觸を取0出 
しでぐ脱い 。レん調節つ 
浅みと、.点义レバーめつま 
みをはザレて < ださい。 


6. 苗'いしん巧なパし 、 
し於あ助0巧 U ; 1] 
禪えの T 巧 ' Vi A . ‘ 
の»に巧 P -, f ホ’•り 
<だをい。 


4,し心薬两 ! S を麗遊している 
4»①ナツ h をス/下ナやプライ 
17- などでは すしてください。 

し/1»藥1*1歸あ 上;へ搏巧上な 
TK 琴し！: <だ をい。 

を:屬案巧蘭りツブを WS 透替荡段。: 
，.'..'.''''ぶう泌憲して <だ さい。 

- ' で'‘ パ'‘,4 •ンじ為嫁し、 


5. しお秦巧簡を芭•浦化カバー • 
寒弓!き'媛いて <'运さい。' 


•ずぶ<るをはめるか、または 
落しん C 材厲のブラスチック 
のな度カバーを«化カバーじ 
巧けではすして <だちい。 


























10 薇界お顯巧し巧た 



7しお，禪器のつめに、しん搪 
巧すよ3じし‘ an り均…に 
巧慟 A 觀じ談 trc 觀り符け 
XX 想.おい。 



趙麵ご;泼 ^U’l’b が祗いつ 
織い隱出む燃觀 m 媒雜雞、 
&んに您激游教浊綠'かぶ3 
b/v ので娜趨鱗< 創むで、 
)mt 欢バー獻:：> 狱眩レ h/ 獲 
鑛レ zc 絕雜い 。 



13，鸡乂難觀’なし/ ' U 薬诞简に聽 
t ) 巧け、2本の箱じ强雜全 
i , r ‘沪 — こ‘、を)とと:遮0!ご麵 
おし‘こ < ご、^哉い。 

，，'り ，'V™ 帶を!こ副いで藉 
’‘ - ‘’ 4 ，ム：^避離認して 


• レお剪涩が7麵めと賽じ無裴と— 
I 7の觀灌が b ぶ古ど廣いとごろ;ご 

‘.-.Y、 ：‘:‘なつてい謀薄。 



袋.經比岩パ™镇集語(舅 10) 蓄 
惠謡!こ會む智て it 素妄蒙で 
霜盡芭禪 U 寶碱電 S.:.. 奪とだ 
微!こ鬻饼守けで <锐い。 



11,を微潍雞 V.. し沁'がよ:でし猫: 
いぶ5し知調離つ報逊瓣つ 
棘 fe で、.' ii タジ皆控屯)と振 
1^' 鍛轉控おが K じで< 魅兹い。 
お、 yh 後、'胃胃枠鹽建抱じ帮赖 
部雛寒廳つて <趙きい。 



14. 草ホビ寧ッ K 奪屯とど養^ 
に纖戴閱瞧ぶ炭い。 


巧靡裝義讓镇 U'-K 綾奪謗蹇蒙 
. ないぶう注葱して<茲艺い。 



9. し知識離つ讓敲巷巧け f 、 

し如赏いつ强I■、にとげた if 
態®謙讓で’禪 S 定稿じ權颊 
濃鹽勸禮乂装騰敬を錄しの 
巧に變し雜知" c< 腊藉い。 



12. し/ vm 隅:嚮觀レんの ITF す 
る义聲觸イし / y 藥閑觸だ溢 
■1' 硬: y ツ微/ I イヴ < t め:^命觸〉 
'^'が機〜…だ:線澈ぶ讀隐、 少、ッ 
. 卜 .4 S 敬が满瓣轉松破し’皆 
’ .; 常獅搬、':1薇後.松レ却棘りと 
’ ' I '締め僧は!: C 鮮絶い。. 
しんの ±: T 機滯が, 

で、淵靈鹽勸ミ儘乂驗鹽が]! 
し< 作動 I 球..憑赖繼鑑しでく 
鮮當い。.:' 

み レ知藥闕纖懲撇4^)禮饼槪跋、 
し扣您 1— .下しで、 iJvo 9 tm 
としお燕拘觸の離と號觀觀做 
で見て、雜旣沒一備離雜が祗 
うか雛か棘 X . く賊巧い。 































a しん上下の躁巧ガ重いと愛又は、対靈自動潰炎髮置が左し<巧動しないと寒は、':''''‘‘' ''ふ:市‘;法'，‘';み 
S し た巧辫 巧片蠻っでセツ h をむてい蒙す。 

ち し知にシワがあった0、しん禪袭めご敦臣なじみでいませ知ので7〜12汲を贈に•遊ってかジトしな'. 
ちしで<だ在い。’‘ ’ ■ 


点乂ヒ 



乾靈おと燃焼筒を取の出す 


f 点义ヒ "" 夕をはずす 



雜点义レパー？猛恐泣盈睽;とし W 繼的纖游撤 
巧义たータがおで楚漆す。 

参点义レバ…を苗こ引いが深談、巧い贿义 
ヒ'ータ'卷狎'しなが按猫こ津むしてソクッ h ~ 
巧らはすして < だをい。 



新しい点义ヒ■-夕を取0がける 



•巧义ヒ…夕①ヒ…タガード愁 T 側じしで、 
ソケッ h じ取りはけて < だ邊い。 


燃焼筒の交換 


纖鱗歸©ガ3スガ割れたとぎは、あ翼し、をを®廳売屋及は、あ近.<の：3 □ご‘ "’ N いが— 
itnc ご相談<怒 をい。.: : S ： ^ ；：.：：>； 












33 b * い S 常の点緩.，..まを巧霞霞奪参照.: U 次の讓纖で‘保慘 L / TICS 邊い。 

；::ド C 1 ..が言 JO 迪を攒變纖つで<懲‘巧八. 

( I わ';."-ジ巧購） 

雜水、ごみなどあ残したまま保營すると、さびや巧あさ①駭鹽になつたり、し/ u ±: 不不 

をの原因じなることをあ〇笨 す。 

• なミ由を巧いたあとは、巧部をぶ<露爆.をち■て<ださい。 

2. L // y の爭入れ濟して < ださし、。 (化べ—■ジ参照） 

3, 藝香総 3 漏を繼〇はずして < ださい。 

4 巧部のごみや緑こりを取つてくだをい 0 

® 夺ヤビ杂ツ h をはすレ、掃除磯などでごみやほこりを取口勝絲で C 燃をい。 

(本がビ亦ツ h のはす.レ巧た.は、 18 ぺージ参照） 

5 . ス h -- ブの外観を婦除して < ださし、。 (14 ぺージ戀照〉 

雜 S 綱板が乂ツ本部分(覆巧)は柔ない巧で、塗装部巧はしめ6せた巧で澤れ卷磯と U で 
から、ウ技ぶ楚してください。..靖寧 

6 . 麵識圏誦消义裝醒を作動送せで < ださい。 (巧ページ參照） 

7.9 藝賴 CAri て,繼簾した場所にか平 CS 靈1/可くぶん、， 


— ' I '.';’； I 

懲[か:革 Ml 傾けぐり、模倒しのが戀では纔翊こ保會しないでく,ご‘ん:ん 

•取あ親明*によ、な巧寒と巧に大切に保酱しで<ださい。 ' ' 

«戚ジ -- ズシじあ縷い1こなると愛は、竊露営動清父装慶の巧齒を2〜3圏<0なえし、しんガ畿蠻ずご 
' F ヴること:を耀方'めて <だまい。 
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SR -21 (蘿本藥武 S 汽〜 11) 

し知或-廳®形 
' «驢爲災 


〇巧 ( J ! S 1 璋口诞 j 


0 . 218 L/h 



.! ::, ;2>09 l < W (1.，8 Q 0 kca !/ h ) 

j _ 3,0し — 

1 約 14.0 龄麵 

i 木造 10.0 が(霞變緑で コンクし!ート〜故加！が趙ホて 

1 轟安443圃繼406晒輿巧35日醒（離な齊觀む） 

6. 3 睡 

體髓 鶴し知’ 

巧覆75醒 燕 2. 8画 ............... 


が•變廣動稽义装懸 





!保証について 


嫩この3□ホ励唯ス1>-ブじは保誕叢がつ.い：てねます。「あ廣け上げ日•販売巧沼」孫がの | g み.懲お糖か 
めのう义 V :贩*席かをあ受けとりにな0、太窗む保獲して < ださい。 

•保跑潮關は逝麗い上:げいただいた曰なら ■! が圏!です。 

馨巧①ぶうな驟困じホるが陳あ朵び事:巧 C つ寒.ましでは、保証の巧® I こな口深だんのでミ主*して<だ I 恋い。 
麵変滿か不雜好油など、ずた幻■巧な巧の懸資徒閑 I こよる巧曠辦擊®。 

■誤つ巧傑南方法亿ぶる®曠や事な。 


i 霞麗を依頼されるとき 


藝寧 «0 r 飯魔•巽簿の晃分け方と喔置方法 j ( i .? ぺージ參驟 .) ①廣じ従って調べてを陵 < な货ないと溝'は、 
恣《い求めの販売店スは、あ近<①コ日ナ■あ蓄樣.ご相嚴慮〇.じご絕験<ださい。 

•保 iiJiH 率であ打ば保認叢の規定亿從つで無辑綾遷をだてい養だぎます。 


曲保級期閣が猶巧— C ... .ぞときは 

み お II い ホめ①販宛店じご巧談 < ださい。 
修雄 C よつて銭巧でをる製窟じついてなお 
挺'化ぶ ご鹽靈 C 主〇鬟料酱鐘いたします。 


Mt 修風*鏡部8滋豪懸保窝鶏顧： 'ザ》を'’';''’ 
• S 蕴ス h - ブの纔傷爾性簾部蟲(機厳:な纔葫すな 
だめに錫墨®部 g ) 贷爆纔爆脅觸《は* m K ’巧 
り缓錄で寒。',' ''..す 

•この期圏 tt 、 邏廢產讓簿霞犧募パ'のい；'. 


y みが使燃_暖迪_燃，磯.外：躁 j 一驶 

i - r. i i " r ~ vv'lvv''; •? ■- - .••• ™ V..,. ...... 












